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「東北地方太平洋沖地震」の影響に関するお知らせ（第２報） 
 

 平成２３年３月１１日に発生しました東北地方太平洋沖地震により被災された皆様に、

心よりお見舞い申し上げます。 

当社は、地震が発生した３月１１日に、社内に同日付で社長を本部長とする災害対策本

部を設置し、主に被害状況の把握に努めてまいりました。今般、被害状況の概要を把握し

たことを受けて、全社を挙げて復興に向けた取り組みを行うべく、３月２２日付けで、鈴

木社長を本部長、中瀬代表取締役専務執行役員及び金濵上席執行役員八戸工場長を副本部

長とする復興対策本部を立ち上げました。 

現時点における当社グループの状況について、３月１２日の情報開示以降、新たに確認

できました内容を下記の通りお知らせいたします。 

お客様及びお取引先様にはご迷惑をお掛けいたしますが、何卒ご理解を賜りますよう宜

しくお願い申し上げます。 

記 

１．人的被害について  

 ３月１２日に開示いたしました通り、当社の子会社従業員 6 名が負傷いたしました。 

 その他当社グループ従業員の人的被害はございませんでした。 

   

２．生産拠点に関する状況 

 当該地域における当社及び子会社の状況は次の通りです。 

  

○八戸工場（青森県八戸市） 
・引き続き、操業は停止しております。 
・津波の影響を受け、同工場の１階部分が浸水し、電気系統の被害が大きいことが

判明致しました。建物および抄紙機本体の被害は比較的軽微でありました。 

 ・上記の被害状況から判断し、操業再開の時期については、概ね以下の通り予定し

ております。 

  ・４月下旬頃から・・・パワープラントの順次、操業再開（自家発電設備の復旧） 

  ・５月中旬頃から・・・抄紙機・塗抹機の順次、操業再開（７台の抄紙機、３台

の塗抹機を順次立ち上げ操業を再開する） 

 

※当社は全国的な電力不足解消に寄与するため、パワープラントを早期に立ち上げ、

一部電力を東北電力に供給すべく、現在、関係省庁、青森県、東北電力と協議中

であります。 



 

○北上事業本部（北上ハイテクペーパー株式会社、岩手県北上市） 
・被害状況は比較的軽微であり、３月２１日から家庭紙の生産設備が操業を再開い

たしました。今後の見通しは、一部原材料の不足の懸念がありますが、４月上旬

からパルプ、抄紙機、レジンコーターの操業を順次再開する予定であります。 
 

○白河事業所（福島県西白河郡西郷村） 
・被害状況は軽微であり、３月１８日から在庫品の仕上工程を再開、３月２３日か

ら抄紙機２台を含め、全面復旧する予定です。 
     （重油の不足の懸念があり、フル操業には時間がかかるものと思われます） 

 

３．製品在庫に関する状況 

 八戸工場の製品在庫は津波による浸水及び荷崩れが発生しており、製品の被害状況

を引き続き調査しております。また、北上、仙台、関東の各地区の倉庫において荷

崩れ等が発生しておりますが、被害は軽微であります。 

     

４．業績への影響について 

この地震による被害状況については、引き続き調査中です。業績予想の修正が必要 

となった場合は、別途開示いたします。 

 

以 上  


